
喝媛E勤

市
内
土
毘
地
日
包
比
に
遁
均
』
以
品
摂
仇
品
め
て
い
た
「
平
境
市

tM岸財岸町一ぷ示ぷr占司議踊銭朗}は、宇匂な〈んそてそ一の情一…略刷培一
ζ~事
寧
の
一
部

先
成
し
十
バ
f
…:一工一百日から利
M財川申
1時功
rぷ4
秒宝4

鼎
置
悶
し
、
市
街
地
か
ら
は
約
}
一
三
一
ニ
一
J
討
、
自
動
車
で
約
二
十
五
分
の
と
乙
ろ
に
あ
り
ま
す
。
占
闘
の
明
辺
は
、
ラ

一
フ
や
ク
ヌ
が
な
ど
の
自
然
林
に
閉
ま
れ
炉
痛
か
な
環
塙
に
あ
り
ま
孔
そ
し
て
索
街
全
悼
の
蕗
捕
は
約
f
万同一

千
平
万
討
で
ず
が
、
そ
の
う
ち
の
約
三
台
の
一
が
ば
域
〈
岳
地
的
千
町
民
間
〉
と
し
て
利
用
し
、
間
り
の
部
付
ほ

出
品
川
ぺ
の
鈴
木
乎
鳴
し
な
が
ら
日
然
散
第
路
な
F↓
者
っ
く
白
、
公
閥
的
な
普
濯
も
漁
り
込
ん
で
い
ま
ヲ
。

今
回
心
事
一
期
一
L
事
で
は
、
へ
で
悼
の
約
一
一
一

CM町
ヂ
活
叫
し
、
第
一
次
付
と
し
て
七
百
八
十
九
日
目
尚
が
い
汀
に
、

第
二
次
分
と
し
て
七
白
…
一
中
九
月
闘
女
来
年
の
去
に
持
集
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
も
白
で
F
。
な
お
話
域
は
、

草
践
と
し
汁
話
一
美
の
あ
号
越
地
と
す
る
た
め
、
首
唱
抑
等
白
書
地
掴
昌
弘
佐
つ
ぐ
る
掲
台
、
高
さ
な
fめ
制
限

あ
り
ま
ず
か
ら
ロ
庁
敢
ぐ
だ
さ
い
，
そ
れ
℃
は
第
一
次
持
慢
の
棋
聖
に
つ
い
て
両
知
ら
せ
し
去
す
@

急
ピ
ッ
チ
で
建
設
、
が
進
む
土
日
鳥
居
一
匹
園
。
手
前
の
整
然
と
、
混

ん
で
い
る
コ

y
p
リ

i
ト
内
山
、
普
通
慕
地
の
カ
ロ

i
L
a

脅惑の畿でシダ奇豊富る守賢三さん



山
机
の
十
一
同
交
通
「
人
九
λ
運
動
が
、
九
月
二
十
二
日
か
ら
十
月
一
円
ま
で

の
十
円
問
、
全
団
い
っ
せ
い
に
ね
な
わ
れ
る
a

今
回
の
壁
崩
で
は
、
子

れ
と
岳
人
社
事
故
か
ら
守
る
寝
副
空
中
心
に
、
∞
手
/
口
者
事
故
、
特
に

子
仇
も
大
の
事
故
防
止
⑦
自
転
車
お
よ
び
白
雪
一
輪
車
白
事
故
防

d

明
安
全
蓮
動
励
行
の
漁
民
お
よ
ぴ
ν
1ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

者
間
の
抗
進
部
身
同
障
害
者
の
事
故
防
止
明
通
路
頭
境
白
暫
掲

の
五
璃
包
聖
者
点
目
回
以
と
し
て
、
積
鷹
市
器
、
交
74由
主
八
?
一
筋
合
、
学
校
、

P
T
A、
自
治
会
、
子
供
会
な
ど
と
初
端
が
は
か
D
、
交
遁
戦
争
の
終

結
ぞ
め
き
し
、
市
民
地
ぞ
る
み
の
交
通
安
全
理
騎
者
展
開
し
て
い
〈
方

針
で
あ
る
。

、̂h

特
許
、
郵
便
物
襲
配
、
労
働
嘉
準
、
に
立
っ
て
、
第
一
一
一
者
自
立
場
か
b
セ
名
蕊
置
さ
れ
て
い
る
。
筋
交
ば
、
い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い

十
月
十
二
日
か
暗
雲
業
務
、
公
庫
の
金
融
借
入
な
ど
の
解
決
む
た
め
に
あ
っ
せ
ん
合
じ
で
門
申
し
出
方
法
る
。

二
斉
に
符
故
智
留
の
仕
事
や
そ
れ
に
関
係
す
あ
県
ゃ
い
る
。
買
搭
日
頭
で
申
し
出
る
的
、
間
曲
中
門
市
の
行
政
樹
談
臼
}

理
庁
主
保
に
よ
る
「
行
政
相
談
週
市
の
仕
事
に
つ
い
て
の
背
僑
や
柄
訣
さ
ら
に
、
み
な
セ
し
ん
に
利
用
し
ゃ
な
こ
と
仕
半
紙
や
鼠
話
で
私
結
揮
で
俗
苅
第
一
士
眼
目
午
検
一
時
1
時

間
」
が
設
ザ
ら
れ
る
。
な
ど
砕
受
け
、
わ
れ
わ
れ
の
身
近
な
す
い
よ
つ
に
、
行
政
利
説
委
員
争
議
す
。
間
分
の
名
前
場
一
秘
笛
に
苦
れ
た
時
、
市
山
崎
凡
則
前
向
相
談
宰

市
で
は
、
乙
の
期
間
H
h
h政

相

談

円

本

市

の

行

政

相

説

委

員

}

委

員

に

よ

る

特

設

以

相

談

所

争

次

の

と

惨

百

a
g

・
米
倉
ち
よ
夕
陽
ケ
丘
幻
!
3

お
り
一
周
説
ず
る
の
で
、
百
一
利
用
い
た

Jvd発
〈

電

幻

L
U一一一一五)

だ
き
た
い

0

・
加
藤
和
夫
榔
殿
3

U

汎

門
特
設
相
談
午
前
〕

r
1
5
iヨ
ヨ

(

曜

引

で

O
七一一

σ〉

出
叫
に
乃
β
阿

V
J
t
-和
出
富
山
下
LJ
八千二

〈
電
出
・
一
一
二
八
七
)

お
は
申
l前
夜

。

'

当

麻

木

輔

平

問

答

一

O
五
円

申

し

出

先

}

(

稿

引

で

一

九

七

一

)

行
政
相
説
香
口
聞
は
、
同
唱
ポ
受
付
・
大
久
保
駒
治
寺
山
内
台
お

4

市
レ
ど
夫
印
玄
定
期
的
に
行
(
徳
江
・
一
一
円
九
二
一
〉

行
政
監
摂

くださ
教育研究所穏談室主管(3D1350 

教育相談・教背研究所職員・月礎自~金穣日・ 9時 --15ftを

青少年者自談窓/青少年課内管(22)1700 
青少時相談・青少草相談員・平日、 9時-16苛2・常設

。受付時間白書いて晶るもの以外は指数開始時間から受付

県民相談窓/湖南地区行童文セン7一宮(22)2711 
教育相談・毎ス毘月・水・金〈日時-17時〉土02時半まで〉

交通事故相談・毎趨水濯日・ 1加寺-16時 (8時半から受付〉

宅地建物栂談毎月第1金・10持-16時(8時三乏から受付御殿有〉

誌樟栢談等毎月第2、第3、第4金寵g・13時 -16時
(8時半から受付人数制限有〉

内職招談・毎週ヅα聖日、木限目岨昔時-1由時

高齢者職業相談・毎週火曜日・ 10時 -16時
交通事故相談・寄趨月 10時-16時 g 場所交遜安全協会内

市民椋談窓/市役所管(22)17∞ 
一産党法樹自主炎 B 弁護士・毎月第3州総臼・ 13時 -16時〈人数制限肯コ

人権法種相談 e 人権擁護委員・主草月第1士照5・13時-16時
行政苦情相談・行政相l読員 z 毎月第 1clcB霊臼 -13時 -16時
壬圭宮己相談・司法醤士・毎月第2金曜日・ 13時 -16時
宅地建物指談・弁護士・毎月第1金曜羽・ 131時-16時〈人勢制現有3
発窃考案 f特許2相談・弁理士・毎月第2週自由月曜臼・ 10E時-15時
下請'l1l<亨匝盟関あっせん・県工業主選奨金職員・毎月第3木目翌日13時-16時
消費生活相談・梢費生活コ:.-':!Tノレ丘Y ト e毎週水曜日 -1臨時-15時

議役会童車内務談皇室智(33)お33
，r:.-僚とと相談，銭週月曜缶〈第5を除く)13時 -15時
母子相談・母子相談員・平目、 9持-15碍30分・常設

家庭児童童相談・家庭児童相次員・平沼、 9時-16時・常設

高値格者車輪塁本目談岬職業:R定前相談員‘平臼車時3C分 -16時・常設



緑豊かな街づくりを

あらわしたもの

。応曹資幡市内の，y中学生主

中応募最件 ①用紙は54四 X38cmとし、たて露きのこ

と。②車""に学校名、学年、氏名を記入

し、ふ !?~Iなをつける。③ボス主』の中

に文幸司立使用しない@

o締切坦 2月初日まで
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禽走。を窃感(区

げを

毘 F呈
虫時30分~12時 13時3防長~16時

・9月18日向崎公民館

.10月 2日 長持公民館

.10月百日 広IIIJ¥幡神社社務所真田部造事公民館



プ
ロ
パ

y
ガ
ス
は
、
使
用
す
る
と
吾
は
、
換
討
に
ち
十
分

一
市
ガ
ス
以
上
に
多
量
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
プ
ロ

の
宇
持
(
険
悉
砕
必
要
と
す
る
由
パ
ン
ガ
ス
は
、
法
揮
に
よ
幻
一
時
間

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
一
府
パ
ー
で
、
換
気
が
惑
い
と
、
不
完
全
燃
焼
に
あ
た
り

0
・
八
五
J
一
言
以
上
伊
話
す

ナ
ー
の
ふ
ろ
が
ま
骨
使
用
よ
る
ガ
ス
中
器
事
故
の
原
因
じ
な
b

る
バ
ー
ナ
ー
授
使
月
す
あ
場
合
は
換

し
て
い
た
と
ζ
ろ

a

¥

[

M

M

誕
備
が
持
議
づ

点
検
に
喜
久
会

cブ
官

。

ハ

ン

珍

協

関

知

識

往

け

ら

れ

て

い

手

セ
ン
タ
ー
む
路
日
間

F

e

一号一

4

ι

が
、
神
奈
川
一
県
で

か

ら

「

潜

在

は

焼

失

と

換

気

口

が

必

要

は

、

そ

れ

以

下

由

換じ
L
M
F儒

宇

づ

け

場

合

で

も

品

何

時

間

者

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
わ
か
に
ま
ず
。
ふ
ろ
が
ま
や
大
棋
の
瞬
制
必
が
執
樺
的
に
賄
容
下
ず
懲
役
者

が、

Pめ
よ
う
に
長
指
導
者
れ
で
拘
器
は
、
極
言
浪
費
し
で
両
外
に
置
す
亭
ょ
う
「
特
段
唱
撃
し
て

い
る
白
で
し
ょ
う
か
。
排
丸
し
、
ま
た
、
間
出
内
で
一
ガ
ス
器
開
H
h
ぜ
い
ま
す
。
〈
約
掛
川
牛
活
セ
ン
タ
ー

v

八
幡
と
中
原
田
一
訪
日
山
九

μ十
六

日
か
ら
一
住
騒
去
っ
引
が
実
施
さ
れ
ゐ
が

す
で
に
%
脇
氏
域
内
の
ご
咲
肢
に
お

届
け
し
た
「
作
仲
間
表
一
小
坂
い
の
取
台

付
け
は
、
お
す
み
で
し
ょ
う
か
。

住
居
表
一
一
日
民
境
内
は
、
権
総
淀
川
γ

や
地
正
常
と
ち
が
っ
て
、
す
っ
き
り
し

た
釘
以
域
と
番
げ
に
よ
っ
T
設
わ
し

人
伊
訪
ね
る
県
内
や
郵
慢
、
信
報
の

岡
山
託
、
撃
事
や
昨
防
花
同
制
な
ど
に
多

〈
の
ん
利
伺
者
与
え
る
も
の
だ
が
、
各

9月16認から
宗
匠
の
謡
ur3
が
手
刀
さ
れ
な
い
と
、

せ
っ
か
く
白
効
果
が
半
減
す
る
。
必

ず
取
り
付
け
丈
ほ
し
い
。

ま
た
、
郵
州
民
国
交
は
、
町
民
ぬ
同
域

内
に
、
知
良
白
い
由
方
に
お
知
ら
せ

す
る
「
新
仕
留
透
通
詞
伺
は
が

き
」
宥
配
布
し
て
い
る
。
で
き
る
だ

け
早
〈
一
通
知
し
て
い
た
だ
若
た
れ
。

iHI横浜回大助教筏

J;l 木重棟j氏
き 10月6B (月〉
午後 2~寺~

。ところ斡B生命平塚支社ホー

)~ 

<)，品

く〉と

込l、V塚商工事務所

可可 r会 議Ijf

_l'.(tl 

今月は鹿定資箆税、

第3期分の納期です
く>TliIJ;~民税O在日騎手数1ff<)限定主要注者ao盛田健康保険税

<)i:i"右依苛1除。軽自致事税<)公共下水道使用料。[王!民主j::.，金



地
欝
で
怖
い
の
は
此
災
消
此
訓
練
に
も
鼎
が
入
り
ま
す

備
え
J

め
れ
ば
胤
泣
い
な
し
一
去
る
八

月
一
一
一
寸
一
日
、
関
東
大
幅
間
災
現
棋
の
大

地
践
が
平
履
右
翼
っ
た
と
い
う
脅
?
で

総
合
的
な
防
災
訓
練
究
行
な
っ
た
@

ζ
白
日
白
午
前
九
時
、
災
認
白
発
生

者
知
ら
せ
る
サ
イ
レ
ン
が
鴇
り
警
き
、

宵
壮
一
防
と
天
沼
の
自
治
会
約
四
一
日
七
ム

欧
惜
の
視
力
冷
待
て
お
よ
セ
八
白
人
が

訓
純
に
事
加
、
初
期
尚
化
や
蝉
両
県
万
出

砕
依
験
し
た
。

い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
慰
戸
に

対
し
て
必
要
な
の
は
日
と
ろ
の
心
構
え

市
民
自
生
命
と
尉
げ
中
守
る
汁
め
に
は

れ
上
の
防
災
計
踊
だ
け
で
は
な
く
、
山
支

際
に
行
動
し
て
ふ
る
乙
と
が
必
安
だ
と

い
う
わ
け
で
市
長
以
下
、
市
役
所
の
お

諜
赴
品
佐
川
柑
溺
持
し
て
白
布
引
縦
だ
っ
た
。

し
か
し
、

P
い
J
t
d

と
い
う
時
に
は

や
は
り
何
と
い
っ
て
も
市
民
の
み
な
さ

ん
ひ
と
り
ひ
と
り
が
日
斯
手
品
や
作
っ

と
よ
か
大
切
。
こ
の
た
め
市
丈
は
地
流

の
知
議
や
避
難
場
一
げ
な
ど
そ
わ
か
り
や

す
ぐ
説
闘
し
た
防
災
パ

Y
ブ
レ
ッ
ト

ぞ
作

D
、
近
く
A
T世
帯
に
日
配
布
す
る
子

だ
.
こ
の
機
会
に
家
族
布
ん
な
で
話
し

合
っ
て
み
て
は
い
か
が
。

-納税紹合には事務控靖国fJ~7う .xイ J

されます
a 納税組合白設立には設立補助金7う?

空付されます

・組合に加入育成金が交付されます

同詳しくは事吉正時E収納課まで

平塚市.r結納税総合連合会

絵額@彫刻 愛蔵品

<>作品規絡 <>テーマ

迂ノ絵師彫刻の範時iで、サイズは90X18日間 あかtJiこ関訴のある時間、

まで、 1人 2点以内とjる 例火うち石、行幻、仏:Jij;Jlill

q額、似額等によDすく宅展丘で3るもの 1 心連絡先

く〉搬入 10月 31日今後4時......__6 8¥'j ・9月306までに社会教肯誠晴人数背
見町i台悼育館

損 ヘ
ヰ主管平蝉艶前協会

<>主管平揮~融会
出資格はいすAれも市内に在住在勤のIJ

宗教務委主義会教会教干著書撃 (22)17∞ 内線 467

写真

。作品説俗
直〉テ」マは{守山としま発去のもむに競る

②応募枚故[ご栴i民主主しない
③カラー ι 組咋異も可(組写真 5点ι伊の

q:サイズは半ず7以上としパゑノレ張Dガ ク

10月 18F1午後 6 時 ~9 時
。搬入

皆苦公民愛官(市民センタ}西隣〉

<>主主曹 平務担罫翼癌体連輯協務会



(
富
十
吉
見
小
一
号
)

杉
山
ふ
み
か
ず
ハ
松
厨
守
合
一

し

、

年

〉

、

お

が

わ

は

る

み

、

中

戸

川

麻

紀

た

め

、

(

以

上

豊

田

小

一

一

年

〉

、

さ

か

い

し

ん

る
「
よ
い
歯
由
伊
文
コ
ジ
ク
ー
ル
」
を
い
ち
(
域
島
小
一
年
〉
、
小
泉
符
涜

募
集
し
た
。
こ
の
ほ
ど
、
そ
白
結
期
間
が
(
問
時
小
二
年
〉

わ
か
幻
号
八
選
作
作
が
発
表
さ
れ
た
。
〔
龍
ニ
部
〕
一
一
一
、
四
年
生
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事量 癒 11か月

ポザオ、 BC号、は
Lか、日本脳昼、三
極混合、ィ:/;1/レエ
シザ

種痘、ポリオ、 BC
G、bましヵ=川

崎

自本脳誕 11週間

2週間

1か月

高石1三軒タ 11週間
匂叫吋 1rs日ぜき寸，___ I ジアアりア1
3週間 IllI!i'傷:員」
吋唄 i

口、，;-， BCG";l可五百iiFは 11週間

日本脳炎、三種車合 1週間 l

〈ただし、ポリオーポリオは 6盟関以L土}

。予防接種iこ必要なもの

①母亨寺訂忠仁転入した人は!日住所で

使っていた母子手帳〉

C畳間ぴ禁 fζむ望号は必ず軍で記入し

て部を担比定してきてください〉

く〉予防 接複 を受 けら れな い人

①予防接種を去をけて一週間たってい

ない人。 aはしか、 BCG、種痘、

品児マヒ生ワクは、それぞれ 1か月

¢間隔をおかないと受けられません

@その閥、有封ν智者、けいれん性偉

圏、心暗血管~、軒暗または肝臓に

11日 1日公民館

米中央農協土沢支所

12自大野公民鶴見松原公民館

民金田公民館

13自 主語聖公民館構内団地集会

場 )i(霊長閏公民館

112月1
9日 平塚保健所旭公民館

問中央農協こと沢支所

10日大野公民館民松原公民館

援金田公民館

11日 須賀公民館構内団地奨是告

場出豊田公民館

rJ月1

7日 花水公民館平垣市民病院

自白 神回公民館八幡公民館

区域島公民館

吉田 中鼠公民館金自公民館

民間崎公民館

[2月1
3日 花水公民館平塚市民崎院

4日 神田公民館八臨公民館

出城島公民館

5日 中原公民館金自公民館

》夜間崎公民館

[3月1
9臼 水公民委官 平家市民開院

10日 神田弘民館八幡公民館

X域高公民畳藍

11司 中原公民館金巨公民館

※時崎公民館

密封聾ー I第 1期1-3回受ける。

2撒 (24か月〉から4歳 (48か
月コまでの幼児。(接種間備は2
巨J3 [C，]とも 3週間から B週間コ

ま第 2期1-1巨l受ける。

欝 l帥刀 3回目が終ってから 1年

以上の続開ぎすぎた 2歳 (24か月〉

から4課 (48か月Jまでの拙氾

主主36か月までに 1期が完了しないと

記朗自迫力[雌種が、 4871，月までに

受けられなくな白ますので、とと了

京〈ださい。

E第 3期]~.l@J受ける。

昭和年4月小学校入学予定氾

(50年 10月から51年 3月までに受

けてください。それQ;外の期間に

は受げられませんコ

第 3期はジフテ』ア・破損思混合

銭噌ですι

重量時間 13時30分 ~15時までc ただ

し来日日の会場イま14日寺---15時。
綴巡回日程

[9丹 1
16臼 水比民館平塚市民病院

17日神田公民館八幡公民館

同城島公民館

18EJ 中原釘災時金目立ペ民館

対ぞい弓引底土ミ民間

[10月1

13臼 平技慌健所

14臼世公 民館

中央捜協上沢支所

15日 大野公民館民松原山民館

芦主fE公民館

16日 調 費 公 民 館 構 内 団 地 長 会

持 W豊 f苛』民館

[11月]

豊富対象ー鵠1期 接種当日にI糧自か

月を経過して、 2歳未満の乳幼氾

仁第2彦司は受けられませんコ

豊富時間・ 13持3C分~15時まで。ただ
L，)i( EIiの会i芳は昨年~15時。

91'119日 lιμ民館構内団地集会

場民中央捜協ニと沢支所

.c，- 22El 平塚保健所誠金白公民

館月豊田公民館

タ 23日 須賀弘民館大野台民館

民松原公民館

タ 25日 花木公民館神田公民館

民枝島公民館

タ 26日 中原公民館

(，1' 29日 八嬬公民館

>9 30日平畢市民病院金目~E宅

く号
プ了Aコース 10月28-12月18段

毎j鹿月・木i濯El lC時-11持部分

大Bコース 10Jヲ3日-12丹19毘

毎週火・金総日 108寺-11持30分

大Cコース 10月48-12月20毘

毎週水・土耀日 1C時-118寺3C分

く事
大Dコース 1M 3 8-12丹19箆

毎週水・金献 13附扮-158寺
※定員はいずれも40名

く〉申 込 み 見 附 合 体 育 館内体育課

く〉申込み剣勝 自月22臼~幻自まで、 B時30分~1棺寺
@申込みすると告は、身長、臨盤、血圧、脈拍数 (60秒〉を測定

し、本人がE霊祭申込む。各コ}ス先若l源で受付、定員にな担し

だい輔切る。子供づれの教室参加はできない@

霊平しいことは体育課へ。電 (3D3060 

坪井美津江ちゃん
てコぽい みつえ

古住所片岡798坪井仮金者経営

している坪井光男古ん仁32揖〉と

一校さん仁28議〉の長女。現在6

か月で身長70苧、体重8.9キロ

主主臼は5C年 3月11臼。

きを海江ちゃんには、光一君 (2
歳 9か月〉というお兄ちゃん7う町、

でいつも主産んでくれる。でも、時

々寝ているのを起した担、泣かせ

た bするので図る弓 2週間前から

ggるζ とができるようになったそ

うで、ニコニコしていた。

〈判定

2月26日 旭公民館横内団地集会

場 演 中 央 農 協 土 沢 支 所

-? 29日 平援保健所見金田公民

書官民豊田公民館

10月 1日 泊費公民館大野公民館

同松原公民館

.. 2日 花水公民館神回公民知

民棋島公民館

'" 3日 中原公民館
。6日 八幡公民館

グ 7日 平底市民病院長田ふ民

短期間崎公民館

豊富対車・接種当臼に梢3か月を経過

して、 18か月未満の乳幼氾 α情18
か月に達しないうちに 2聞の服用

をすませる〉

健康との理由言受げられなかった

人は、 3歳未満なら受けられます

(2白百 1回の投写尽から 6週

間以上の間隔で受ける〉

豊富時間 13時 30分~15時まで。ただ
し封印白会場は14時~15問。

関巡回白寝

10月初日 平摂理健引

ク 21日旭公民簡

区中央韓協i沢

d- 22日 大野公民館沢松原台民

察官民会回公民館

T 23日調費公民館横内沼地襲

会場来豊田弘氏ii'o
?- 28日 柁京公民館

米揖島公民館

みなさんのご協力を

お綴いします

10月 1日には、会主盟いっせいに

濁勢議査が行われます.

平塚市会理喜怒統計議愛係

覇軍対象・隅3か月を経過して4歳に

逮するまでの乳幼氾で 1回も受け

ていないお子さん Clu授受ける〉

鶏時鱈・ 13時30分 -15時まで。ただ

し来日日の会場は14時~15時
援巡回日程

12月16日 平埋保鑓所

民金田公民館

9' 17日 旭 公E号館

》夜中央農協こと沢支

l' 22日 横内長官地集会場

東豊閏公民館

d- 23日 須賀公民館

民松原公民館

1月 14日 大野公民館八嬬公民館

タ 20日 神沼公民館

民坑括公民館

タ 21日 中原公民館全日土、L~!'!宮
タ 27日 花水公民館

》夜間崎公民館

~ 28B 平塚行民府結

盟判定自

12月18日 平器保健所

出金印公民館

タ 19日旭公民館

夜中央農協土沢瓦11'

タ 24日 構内地集会喝

政豊田公民館

ク 25日清鼠?公民館

米松原公民館

1月168 大野公民館八幡討に吉日

夕 22日 神出公民館

民騎馬公民ffrl
タ 23日 中 原 公 民 館 金 打 公 民 館

タ 29月 花水公民館

出岡崎公民館

ク 30臼 平塚市民病院

柏田時

第 2耳耳 1回受けるa

昭枝51年 4)三jに小学校入学予定氾

重量時間・ 13時 30分~15時まで。ただ

し来日日の会場は14時~15時

富聾巡閲日程

2月 9日 横内盟主主集会場

封建国公民館

ク 10日 旭 公 箆 館

同中央農協士沢支所

タ 128 謂賞品民館

東松民主公民館

タ 13日大野公民館

民金自公民館

ク 18日市民セン点ー

タ 24日 花Jずに公民館

中之垣市民病院

ク 25日中原公民館

京成長幸公民館

ク 26日神田公民館八幡公民館

P 27日金自公民館

国i時崎公民館

豊富判定日

2万16臼 横内団地集会場

出豊自公民館

タ 17日 旭 公 民 館

ク 19日
※松原公民館

タ 20臼大野公民館

民金田公民J建官

ク 2，臼市民セン丘一

3月 28 花京公民館

平境市民病院

ク 3臼 中原公民館

》反抗島公民館

"" 4白神間公民館八幡公民総

v 5白金自公民館

民間崎公民館

覇支持軍要・満1歳までり赤ちゃんなら

どなたでも受けられます。当日は

母子手中良を忘れずに持ってきて4
ださい。

輔時間・午前吉岡 30分~1む時 30分

9月18日 豊田公民館

タ 25日 金同公民館

10月 2白描島公民館

ク 9日 横内服地集会場

ク 16日間崎公民館

タ 17EI 市役所B会議室

~ 23日 吉沢公民館

11月 5日金問公民館

タ 138 ::1屋公民草2

予防接種の問合せ

亨'IW接種についてD照合せはなる

べ〈午前中にお願いいたします.

保健荷主謀では、乳ガンの検診を

行っています.早期発見白ためにど

うぞお受けください。受付時間は13
時30分から。希望者が多い湯合は勾

着50名で締め切ります。

10fl 2臼豊田公民館

(，1' 16日旭公民館

11汚昔日 平瞳保健所

~ 138 誠島公民館

12月 4日金自公民館

ンター

結婚式場・披露宴会場が

lOfll Elから新室長オープY します。
骨昭和51年 4月分の受付!孟10月 1釘から始めます

@受付は午前E時30分~午後4時 30分
・申込むときは施設使用軒と郎かんを持参する

・在高誼臼曜日、祝策尽の翌翌日 (8穣臼は除o は

休館呂



怒
献
金
拍
の
お
趨
}
叶
坂
」

〔
詠
進
敦
也
詠
進
委
議
日

マ
教
道
歌
は
日
記
ト
ー
の
歎
で
一
人
一
首

と
し
、
未
発
表
の
も
の
に
繰
る
。

マ
用
紙
は
、
平
滅
(
潤
字
問
の
半
紙

が
よ
い
〉
と
し
、
毛
筆
で
再
審
き
。

マ
病
気
ま
た
は
身
悼
障
害
の
た
め
這

筆
で
白
書
ヌ
313
る
こ
と
が
官
ぎ
な
い

場
合
に
は
、
情
人
が
代
筆
し
て
も
蓋

し
っ
か
え
な
い
が
、
代
筆
の
場
合
は
、

す
べ
て
そ
の
深
川
出
青
書
い
た
別
紙
を

添
え
る
。

マ
書
式
は
、
半
紙
を
二
つ
折
り
に
し

て
、
右
半
蔵
に
お
掻
と
致
、
肯
唱

γ

閣

に
佐
子
前
、
民
名
(
ふ
り
か
な
っ
き
)

竺
年
月
日
と
職
業
軒
醤
く
。
職
業

は
、
昌
信
的
に
同
門
会
社
何
謀
長
等
と

欝
い
て
、
無
職
の
場
合
は
、
一
五
の
職

業
、
ま
た
は
昨
訴
主
の
職
業
も
し
く

は
世
舟
主
由
一
五
の
職
業
y
庭
用
主
む

続
柄
を
昌
〈
、
十
T
H
婦
で
無
職
の
場
合

は
、
夫
む
職
業
ま
存
抽
去
の
元
の
職

業
者
一
帯
く
。

門
教
晶
の
期
間
〕

g
汚
1
日
か
ら
ぬ
一
月
刊
以
百
ま
で

円
高
子
先
〕

平
山
東
京
都
ヰ
代
田
区
千
代
田
一
番

一
号
宮
内
庁
と
し
、
封
憶
に
一
試
港

歌
」
い
長
室
)
添
え
る
。
詠
進
散
は
、

計
っ
て
封
箔
に
入
れ
て
も
よ
い
@

漂
流
物
の
拾
得
…

一
一
一
浦
沖
に
漂
流
し
て
い
た
ヨ
ッ
ト

一
龍
一
ー
か
括
惜
し
穴
の
で
、
お
心
当
b

の
方
は
、
市
円
行
政
課

(
4
u
a
一七

0
0内
線
一
ニ
五
二
へ
お
た
子
ね
を

マ
的
惇
物
ヨ
ッ
ト
一
隻

ワ
リ
特
徴
乙
府
間
一
は
ヒ
ニ
l
ル
ジ
!
ド

製
今
色
、
船
拡
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
型

内
側
詰
色
、
列
純
白
。
幅
一
，

M

山
、
長
さ
二
二
一
ム
O
討。

へ
邑
誌
か
間
接
お
で
か
け
キ
コ

マ
申
込
み
期
間
山

9
汀
却
討

組
碁
将
棋
大
会
が
関
か
れ
る
。

と
れ
は
、
広
〈
閤
碁
将
棋
宇
品
祭

ず
る
さ
人
に
緩
ま
っ
て
い
た
だ
全

日
な
る
の
技
由
民
総
い
合
い
な
が
ら
一

白
骨
桑
し
〈
過
し
て
も
ら
お
う
と
存

う
も
の
な
の
で
、
お
気
軒
に
と
事
加

舟」
1

マ
日
時
ぬ
月
9
日
午
前
9
時

〈
鍍
岡
山
片
倉
〉

ひ
と
白
暮
ら
し
老
人

は
市
内
に
約
一
一
百
三
十

人
い
ま
す
。
ひ
と
り
暮
ら
し
は
日
円
か

に
つ
け
て
不
自
由
な
志
田
で
ず
か
、

と
の
よ
う
な
人
が
快
適
な
毎
日
伊
迭

れ
る
よ
ユ
事
ほ
次
の
よ
ろ
な
施
舗

を
行
っ
て
い
辛
ず
。

①
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
宮
与
一
制
度

ひ
と
り
魯
ら
し
老
人
は
、
や
や
も

す
る
と
地
域
社
会
か
ら
孤
立
し
が
ち

で
す
が
、
近
韓
と
の
交
流
は
式
日
出
な

乙

と

で

す

。

ひ

と

り

暮

ら

し

の

お

と

談

に

白

っ

た

P
レ
で
い
ま
す
。
な
E
b
L
K
ひ
と
れ
暮
ら
し
老
人
悲

し
よ
b
J
D
安

全

争

議

め

、

近

隣

の

善

@

議

祉

電

語

設

置

事

業

温

か

く

い

た

わ

り

、

不

躍

の

事

閣

を

態
的
人
が
需
聴

L謡
し
が
で
き
る
よ
白
謹
白
で
臼
常
生
活
が
京
便
で
あ
D

ひ
と
幻
暮
ら
し
で
電
話
も
な
く
、
未
然
に
防
ご
う
と
し
て
い
ま
す
a

う
に
イ
ン
タ
ー
ホ
1
Y
宇
殺
り
付
け
選
ぎ
な
介
護
者
学
縛
ら
れ
な
い
六
十
狐
独
な
毎
日
定
直
っ
て
い
る
苦
八
に
そ
の
地
、
介
護
人
白
流
通
苅
援
や

で

い

ま

す

。

五

歳

以

上

め

お

よ

U
正
り
窓
蒙
庭
事
対
し
、
本
年
度
か
ら
福
祉
電
話
伊
設
友
愛
チ
ー
ム
の
開
請
町
耐
震
、
尉
担
金

②
窓
庭
難
住
員
の
派
選
制
度
仕
員
が
訪
問
問
し
、
貴
一
事
、
身
の
ま
わ
盤
し
ま
す
。
そ
の
醤
4
日
告
却
引
用
し
て
口
問
の
支
婚
な
ど
者
L

行
っ
て
い
ま
す
。

老
衰
、
心
身
の
露
替
、
携
病
な
E
P
Cお
世
話
営
レ
た
り
ヰ
務
上
田
和
老
人
の
各
種
の
和
談
、
連
絡
、
助
一
一
目
〈
磁
祉
課
〉

-9丹 波婚葬祭入門一
ぐ自主性を写考えて〉

午前の部毎月第1金曜臼 10時10分~12時

午後の蔀l 再 2~5 金曜日 13削)分~15特配分

<)翠らしの教主主議廃 Eブラィ XJしコース<)申込み・活かは

がきでセンターまで写話i塁七曜日午後I持 3C分-3時 30分まで心綴

臼と内容 a ・10月 4日女陸と主子市長散腎 10月118 心と生活の矢1点 .10
fl18日主婦のレジャ ~'10月 25 臼手E肢のマナー・ j JjcJl 日立性のよマ翠

手車奈jll察王手塚消費生活セン芦-~'斜 f持町 5

市
敬
語
再
話
し
た
h
u
「
ポ
ク
の
家
に
は
オ
モ

チ
ャ
d
火
山
あ
る
よ
L

と
担
分
が

研
究
所
持
っ
て
い
な
い
が
ん
異
義
レ
ト

子
倶
の
ワ
ソ
は
、
親
号
制
ま
せ
欲
望
の
た
め
に
吉
正
う
場
合
ち
あ
b

忍
問
問
題
で
す
が
、
子
供
た
ち
は
、
主
ヲ
。

一
部
ど
ん
な
時
に
、
ど
ん
な
「
山
口
ま
た
、
欲
し
い
が
ん
員
伊
黙
っ

ど
を
つ
く
で
し
ょ
う
だ
子
供
て
持
っ
て
き
ず
ム
聞
か
れ
る
と
「
乙

白
「
ヴ
ど
に
は
突
っ
て
警
減
れ
は
お
と
も
さ
ぶ
ら
も
立
た

し
て
い
い
よ
う
な
特
邪
気
な
「
ロ
の
い
と
か
「
お
ち
て
い
た
か
ら
ひ

ソ
し
も
あ
れ
ば
、
放
っ
て
お
け
な
ろ
っ
た
む
」
と
か
い
う
よ
つ
な
タ

い
「
ウ
ソ
」
も
あ
り
ま
す
。
ソ
で
す
。

そ
こ
で
、
幼
氾
娠
の
一
一
二
ご
一
三
￥
い
く
つ
か
の
例
営
不

ウ
Y
の
特
徴
は
、
「

U
F一官

3
し
ま
し
た
が
、
ワ
ソ
は

ど

と

長

い

E
静

子

晶

い

ろ

い

-Z気
持
ち
の

ほ
」
事
混
同
し
て
い
一
誌
記
海
上
一
笠
手
間
い
ま
す
宅
、

る
よ
T

つ
を
す
。
そ
れ
と
一
一
一
戸
当
作
子
供
の
気
持
ち
笠
理
解

意
識
し
玉
っ
て
い
る
芋
ぷ
認
す
る
こ
と
が
第
一
警

も
の
も
な
か
に
ほ
あ
れ
J
3
iき
ま

で

す

。

ま

す

。

そ

こ

で

「

ワ

Y
」
が

幼
汚
聞
は
、
宗
一
壇
と
一
現
実
を
何
他
社
会
屯
品
目
を
し
て
い
〈
上
壱
よ
ζ

同
し
て
い
る
た
め
に
「
ζ
つ
あ
り
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
ζ

cを

た
い
」
「
乙
つ
し
た
h
」
k
思
い
日
常
生
市
で
の
制
学
の
ふ
れ
合
い

怨
燥
し
た
こ
と
が
、
い
つ
の
間
に
の
中
で
、
考
え
て
い
く
ふ
ん
間
部

か
「
乙
う
な
っ
た
」
「
こ
う
し
苦
停
っ
て
い
〈
こ
と
が
必
要
で
す

た
」
と
い
う
現
実
と
混
同
し
、
話
そ
の
p
d
I
つ
な
、
ふ
ん
隠
気
の
中

さ
れ
て
い
ま
す
。
で
も
、
「
ク
ソ
」
を
一
品
っ
た
場
合

択
に
、
ま
わ
り
の
人
々
の
注
目
官
そ
白
「
ロ
ソ
}
が
、
ど
ん
な
性
質

昔
、
月
分
向
島
に
引
こ
う
と
L
て
の
も
の
で
、
ど
ん
な
心
開
状
閣
に

ヲ
Y
空
白
う
乙
と
が
あ
り
ま
す
。
事
づ
い
て
い
る
か
を
、
税
は
冷
静

行
か
な
い
自
に
「
電
車
に
議
つ
て
な
立
場
に
双
っ
て
、
よ
く
ち
え
で

理
く
へ
行
っ
て
会
た
」
と
か
、
幼
い
き
た
い
も
の
で
す
.

稚
園
官
記
さ
た
C
と
ゑ
γ議
し
て

や巡回Eヨ穣 9 fl22日仁月〉神奈中立智治議所/25日

亡木〉三華街指/288亡日コ平塩ライオンズクラブ/

10月 5日く日コ金自治区/8日 (7JO午前 日 産 モ }

タ ー ス 、 午後三興製作所/16臼(;1';)付信J 田中貴

金属、午接大江工業

一一一-0---.0一一一一一
。。ご協力品むがとうございましたウく〉

太傷神戸銀行35本、市告を畑140玉、花7J(地区144耳、

共栄江業99本、合同庁舎59本、富士見地主王本 S見

。とき

d子高1)7草寺30分
。コース w謹一大山一珂夫利神社

尾根選投開fIJ 主主毛大日堂

一宝蓮与大秦野一平塚

民軽装で井当、水筒、交通費約700F弓在持番a

詳しいζ とは悼育課へ電話仁31)3060 
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